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Abstract: The aim of this study was to clarify the establishment and development process of Dai Nippon Kyudo 
Kai (DNKK), which existed from the Meiji to the pre-war Showa era, and its organizational forms. The tasks of 
the study were to elucidate the establishment and developmental process of the DNKK based on the historical 
characteristics of the organization, which can be divided into 6 periods. The organizational forms were examined 
based on the articles of incorporation, and the trends of membership and branch distribution were also clariﬁed.
The results were as follows:
1) The DNKK was established as Seinen Kyujutsu Kai under the Toshizane Honda school in 1909, and shortly 
renamed the Dai Nippon Kyujutsu Kai. When it became an incorporated foundation in 1919, it was renamed the 
DNKK. The kyudo philosophy of Kako Neya was strongly reﬂected at the time of its foundation．
2) The DNKK increased its membership by developing its publishing arm, and promoted kyujutsu and kyudo as 
part of the regular curriculum in the school.
3) Division among DNKK members in 1915 and the death of Toshizane Honda in 1917 led to a  schism of 
Toshizane Hondaʼ s pupils, which resulted in diﬀusion of the Toshizane Honda method among kyudo players.
4) The DNKK was renamed kyudo from kyujutsu when it became an incorporated foundation in 1919. They 
considered kyujutsu to be a subject within kyudo.
5) The massive promotion of the DNKK was ﬁnancially supported by kyudo shops.
6) Analysis of the articles of incorporation showed that the kyudo philosophy of Kako Neya was strongly re-
ﬂected in the policy of the DNKK through a mechanism based on the opinions of the board of councilors.
7) The conﬂict with Dai Nippon Butoku Kai over kyudoyosoku resulted in further expansion of the DNKK 
because of the massive promotion program against them, and a medically negative interpretation to kyudoyo-
soku evident at the Tokyo Provisional First Army Hospital.
8) Kako Neya decided to step down in 1943, and the activity of the DNKK was substantially terminated in 
1944 due to the inﬂuence of war.
9) The cumulative total DNKK membership was 22,769 between June 1912 and October 1943. The member-
ship trend was aﬀected by various external factors.
10) A total of 426 branches were established domestically and internationally. The trend of branch establishment 
was similar to that of membership, and 75% of branches were located in Eastern Japan. The DNKK aggressively 
promoted overseas expansion.
Key words : Kyujutsu, modernization in Budo, Kako Neya，Honda-ryu，Dai Nippon Kyujutsu Kai
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Tomotsugu Goka1 and Chanwoo Lee2: The establishment and development process of Dai Nippon Kyudo Kai and 


































































































































本多の門に入って 2 年後の明治 42（1909）年















































































































































（根矢，1919a）．大正 8（1919）年 6 月 10 日に文



























































































年 11 月 1 日から，大正 12（1923）年 10 月 30 日



























「総則」，第 2 章「目的」，第 3 章「事業」，第 4 条
「名称」，第 5 章「事務所」，第 6 章「資産」，第 7
章「維持会員」，第 8 章「役員」，第 9 章「評議員



















































年以降は，4 月 11 日の昭憲皇太后祭と 7 月 30 日
の明治天皇祭に合わせて年 2 回奉射大会を開催












た．明治 43（1910）年の第 1 回弓術大会におい
て段級審査が初めて行われたが（大日本弓術会，
1910），これは 10 段階で 10 級から順次昇格し，1
級に至るものであった．後の大正 15（1926）年


















競技大会事業としては，毎年 3 月下旬から 4 月
初旬に全国の会員及び支部組織が参加する大日本
弓道会の日本一を決める大会を開催した．この大
会は，明治 43（1910）年の第 1 回弓術大会から，
昭和 18（1943）年の第 35 回大会まで実施され，















増加しており，昭和 5（1930）年度に 7,076 円 30
銭（大日本弓道会，1931），昭和 8（1933）年度
に 7974 円 95 銭（大日本弓道会，1934）まで増加
した．その原因は，会員数の増加による会費の増
加と審査収入にある．特に，審査収入は，昭和 2
（1927）年度に 387 円 50 銭であったものが，昭和























身会員，名誉会員の 4 種が定められ，大正 6（1917）




















伴い，理事 2 名，監事 1 名，評議員 10 名以上の
表 1　昭和 2（1927）年度の収入及び支出
収入 支出
項目 金額 割合 項目 金額 割合
会費 1651 円 00 銭 28% 印刷費 2227 円 90 銭 39%
維持会費料 1140 円 00 銭 19% 本部道場費 946 円 23 銭 16%
機関誌販売収入 1106 円 32 銭 19% 宣伝費 884 円 40 銭 15%
入会費 787 円 00 銭 13% 事務費 450 円 00 銭 8%
広告代 507 円 75 銭 8% 編輯費 360 円 00 銭 6%
審査料 387 円 50 銭 7% 審査費 300 円 00 銭 5%
基本金利子 200 円 00 銭 3% 郵便・電話料 299 円 28 銭 5%
雑収入 172 円 98 銭 3% 雑費 223 円 34 銭 4%
地方費 140 円 32 銭 2%
計 5952 円 55 銭 100% 計 5831 円 47 銭 100%
［大日本弓道会（1928）昭和二年度収支決算．弓道，184：46-48．より作成］
表 2　大日本弓道会会員種別［大正 8（1919）年 9 月改定］
正会員 入会金 1 円を納付し，年 2 円で『弓道』を購読する者．
維持会員 維持費として毎年 12 円以上寄付したるもの．
特別会員 本会維持費として一時金 10 円以上寄付したるもの及び会員 20 名以上を紹介し
たるもの．年 1 円で『弓道』を購読可能［大正 11（1922）年 1 月から購読義務化］


























































































年に 1,012 名と回復し，昭和 16（1941）年も 908
名と維持することで，太平洋戦争に突入する昭和























































































昭和 18（1943）年 10 月『弓道』第 372 号まで確
認されており，それ以降の大日本弓道会に関する
一次資料は確認できない．財団法人登記簿による
と，昭和 18（1943）年 9 月 7 日に理事として奈
良井行治，香取房吉，太田丙子郎が重任（東京法
務局豊島出張所，2016 年取得）していることから，























年であり，それ以降昭和 18（1943）年 10 月まで
の累計登録会員数及び年間新規入会者数を図 3 に
示す注 16）．その累計登録会員数は，昭和 18（1943）






































































































































































































































































































































































































注 7）本多と根矢を，大平善蔵は明治 43（1910）年 4 月
8 日－ 13 日に会津若松に（大内，1910），阿波研造は
大正 2（1913）年 7 月 30 日－ 8 月 4 日に仙台に（根
矢，1913b），そして石原七蔵は大正 2（1913）年 8 月




















































平成 15 年（2003）年 3 月 7 日に文部科学大臣令によ
って解散させられた．
注 16）会員の積算は次のように行った．『弓道』第 114
号 に 大 正 10（1921） 年 12 月 31 日 時 点 で 総 会 員 数
6319 名（終身会員 47 名，特別会員 200 名，正会員








正 2（1913）6 月時点の会員数を，明治 45（1912）年
は『大日本弓術会名簿』（大日本弓術会編，1912）を
用いて，明治 45（1912）年 6 月時点の総会員数を記
載した．そのため，大正 2（1913）年の数字は，大正
3（1914）年の会員数から年間新規入会者数を引いた
ものではなく，大正 2（1913）年 7 月から大正 3（1914）
年 12 月までの増加数は不明である．明治 44（1911）
年以前の会員数状況は不明である．なお，昭和 18


















大 日 本 弓 道 会（1924） 本 部 会 館 建 設 趣 意 書． 弓 道，
136：23．
大 日 本 弓 道 会（1926） 審 査 規 定 改 正 に 就 て． 弓 道，
159：63-64．





































Eugen Herrigel(1936) Die ritterliche kunst des bogenschies-












































































東京朝日新聞（1908）弓術界の現状（二）．6 月 8 日朝
刊 6 面．
東京朝日新聞（1909）新刊雑書．10 月 9 日朝刊 6 面．
東京朝日新聞（1917）（広告）本多利實．10 月 17 日朝
刊 7 面．
東京朝日新聞（1920）華やかなる内外苑の大餘興．11
月 1 日朝刊 5 面．
東京朝日新聞（1941a）武徳会形は不合理　現代の弓道
137大日本弓道会の成立・展開と組織形態
を衝く．6 月 7 日朝刊 4 面．
東京朝日新聞（1941b）弓道範教錬士号声明．8 月 24 日
朝刊 4 面．









読売新聞（1913）弓術を正科とせよ．12 月 7 日朝刊 3 面．
読売新聞（1917）弓道大家逝く．10 月 15 日朝刊 5 面．
読売新聞（1941）復活する古流儀型．3 月 19 日朝刊 7 面．
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